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１. 評価対象区間
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１．評価対象区間（国道201号の現状）

○国道201号は、福岡県北部を東西方向に横断し、九州道と東九州道を連結するとともに、物流拠点である
博多港と苅田港等を結んでいる。

○また、全線を通して、平常時・災害時を問わない安定的な輸送の確保を目的とした「重要物流道路」として
も指定されている。

○このうち、香春町（香春拡幅終点）～行橋市（行橋IC入口北交差点）間は、唯一現況が２車線であり、
４車線の事業化がされていない状況である。

広 域 図

：自動車組立工場
：自動車部品関連工場

仲哀改良
延長2.2km

延長9.5km

香春町～行橋市
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○未事業化区間のうち仲哀改良区間については、老朽化が著しい既設トンネルを一時的に閉鎖したうえで、
緊急的に新仲哀トンネルを新設し、対面２車線通行で運用している。

○なお、当該区間については、２車線の交通容量を上回る交通が集中している状況も踏まえて、既設トン
ネルも活用した４車線運用時の利活用を検討しており、これまでに、劣化状況の経年把握、有識者等の意
見を踏まえた補修・補強対策工法等の検討を行い、利活用が可能であることが確認できている。

＜既設トンネルの取組み経緯＞
○新仲哀トンネル開通により、⽼朽化の著しい既設トンネルを閉鎖(H19〜)
○有識者を交えた補修対策委員会(6回開催)等により、補修・補強対策、利活⽤⽅針を検討。(〜H30)

▼仲哀改良区間の拡大図

Tʼ=20,444台/⽇
K=1.52 ⼤型=25.4%

▲既設トンネルの損傷状況（H28点検）

漏水によるつらら（遊離石灰）ひび割れ（トンネル上部）

クラック

最大50㎝
のつらら

香春町～行橋市

▲仲哀改良区間の外景
（香春町側トンネル坑口）

既設トンネル
（閉鎖中） 新仲哀トンネル

材質劣化による段差・ひび割れ

Tʼ
K
⼤型

：⽇交通量
：混雑度
：⼤型⾞混⼊率

※道路交通センサス（H27）

１．評価対象区間（仲哀改良区間の現状）
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○現在、新仲哀トンネルが対面２車線通行のため、大型車同士の正面衝突事故が発生する等、重大事
故となっており、トンネル内の事故件数も近年増加傾向にある。

○現在事業中の香春拡幅等、周辺道路の４車線化が整備されれば、将来、仲哀改良区間の更なる交通量
の増加が見込まれ、さらに交通事故の危険性が高まる。

○トンネル内事故による通行止め発生時には、迂回に通常の約２倍の時間を要すなど、物流活動に支障を
きたしており、地域の産業活動を支えるためにも、４車線での運用を可能とする等、信頼性確保が急務で
ある。

▲国道201号香春町～行橋市間の迂回路と所要時間

清瀬橋交差点

草野交差点

×
H25.3.18
トンネル内での交通事故
による通行止め発生

通行止時47分
（約２９㎞）

通常時22分
（約１４㎞）

資料：以下に示すﾃﾞｰﾀを用いて集計
通常時現道：ETC2.0ﾃﾞｰﾀ（Ｈ30.4～Ｈ31.3平日）
通行止時迂回路：民間ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ（Ｈ25.3.18）
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（件） 新仲哀トンネル内での事故件数
正面衝突事故発生

緊急事故対策実施資料：イタルダデータ（Ｈ19～Ｈ29）

新仲哀トンネル
開通

▼仲哀改良区間における事故の推移

事故などで３時間遅延すると輸送先に間に合わない。高速道路を
利用するか、他の車をまわすか、協力業者に頼むこととなり、
その分の費用は自社の損失になります。

▲物流企業ヒヤリング（H28.1）

物流企業

近年事故が
増加傾向

事故減少

▲新仲哀トンネル内での正面衝突事故
(H25.3.18発生)

５時間半の通行止めが発生！

⾹春拡幅
延⻑＝2.1㎞
（事業中）

仲哀改良区間
延⻑＝2.2㎞

１．評価対象区間（新仲哀トンネルの課題）

▲仲哀改良の交通量
現況：北九州国道事務所調査(H29.5)
将来：香春拡幅整備後(R12)

増加
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１．評価対象区間（評価対象区間の設定）

【広域図】 【拡大図】（評価対象区間）

香春拡幅

香春町～行橋市

計画段階評価
対象区間

行橋ｲﾝﾀｰ関連

都市
計画
決定

事業中

香春町～行橋市

⾏橋IC⼊⼝
北交差点

仲哀改良
区間

○仲哀改良区間については、これまでの調査検討の結果、補修補強対策が必要であるものの、既存トンネル
の利活用が可能であることが確認できており、今回、道路計画（ルート・構造）検討を省略する。

○計画段階評価区間は、道路計画（ルート・構造）が決定していない国道201号香春町～行橋市（香春拡幅
終点～行橋IC入口北交差点間）のうち、仲哀改良区間を除く、２車線区間とする。
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２. 計画段階評価手続きの進め方（案）
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２．計画段階評価手続きの進め方（案）

地 方 小 委 員 会

【令和元年９月１１日】

【審議事項】
◆計画段階評価

手続きの進め方（案）

◆地域の現状と課題

◆政策目標（案）

◆意見聴取方法（案）

◆意見聴取内容
○地域と道路の課題
○政策目標 （案）

◆意見聴取方法
《 ヒアリング

オープンハウス
アンケート 》

対象者： 沿線自治体
団体代表者
地域住民
企業 等

◆意見聴取内容
○対策方針（複数案）

の検討に際し重視
する項目

◆意見聴取方法
《 ヒアリング

オープンハウス
アンケート 》

対象者： 沿線自治体
団体代表者
地域住民
企業 等

【審議事項】

◆地域から聴取した
意見内容の確認

◆地域等の意見を踏
まえた対応方針
（案）の検討

対
応
方
針
の
決
定
（概
略
ル
ー
ト
、
構
造
）

意見聴取

【審議事項】

◆地域から聴取した
意見内容の確認

◆政策目標の設定

◆複数案の設定

◆評価項目の設定

◆複数案の比較評価

◆地域の意見聴取
方法（案）

意見聴取
第１回

九州地方小委員会

第２回

九州地方小委員会

第３回

九州地方小委員会
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３. 地域の現状と課題
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51%
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26%

26%

28%

37%

37%

全国

福岡県

行橋市

香春町

みやこ町

0.700

0.800

0.900

1.000

1.100

1.200

S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27

３-１．地域の現状＜人口・高齢化率＞

○みやこ町・香春町の人口は、S60年以降年々減少しており、30年間で２割以上減少している。
○みやこ町・香春町の高齢者（65歳以上）の割合は、全国や福岡県と比べて約11％高い。
○一方で、みやこ町の生産年齢人口（15～65歳未満）の割合は、全国や福岡県に比べ約9％低い。

▲人口の伸び率（S60 - H27)

全 国(1.050)

みやこ町(0.775)

行橋市(1.077)
福岡県(1.081)

みやこ町の人口は
30年で約２割減少

20,238人

70,421人

5,038,664人

資料：国勢調査（S60を1.000として表示）

資料：国勢調査（H27）
※年齢不詳を除く

資料：国勢調査（H27）※年齢不詳を除く▲年齢階層別人口の割合

▲みやこ町・香春町の年齢階層別人口の割合
（15歳未満） （15～65歳未満） （65歳以上）

みやこ町
現在（H27）：20,238人

香春町(0.712)

10,815人

年少人口 生産年齢人口 老年人口

高齢者割合が県より高い
（県26％＜みやこ町37％）

生産年齢人口割合が県より低い
（県61％＞みやこ町52％）

香春町
現在（H27）：10,815人

高齢者の
割合が高い
高齢者の
割合が高い

20代～50代の
割合が低い
15～54歳の
割合が低い

香春町の人口は
30年で約３割減少

125,640,987人
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4.0%

10.4%

4.4%

7.0%

6.9%

10.4%

65.8%

73.4%

37.2%

2.4%

7.6%

8.5%

3.3%

1.9%

11.9%

15.7%

24.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

⾷料品や⽇常⽣活品の買物

⼤型電化製品・家具・
専⾨書などの買物

病院への通院、福祉施設の利⽤

３－１．地域の現状＜地域のつながり＞

〇対象区間の中心に位置するみやこ町は、通勤、通学、買い物といった日常生活では行橋市と一体的
な生活圏域を形成している。

〇みやこ町の自動車保有台数は全国や福岡県の約1.5倍と多く、通勤・通学時の自動車利用割合は全
国の約1.7倍と、自動車の依存が高い。

▲通勤・通学の交通手段 資料：国勢調査（H22)

▲日常生活においてみやこ町との関わりの多い地域▲みやこ町の通勤流動 ▲みやこ町の通学流動

町外に働き
に出る人
みやこ町に
働きに来る人

単位：人/日

町外に通学し
ている人
みやこ町に
通学する人

資料：国勢調査（H27) 資料：国勢調査（H27)

通勤・通学時の
自動車利用率は
全国の約1.7倍

▲世帯あたりの自動車保有台数
資料：自動車検査登録情報協会、

九州運輸局、住民基本台帳（H30）

世帯あたりの
自動車保有台数は
全国・福岡県の約1.5倍

全国平均
資料：みやこ町都市計画マスタープラン(H31.2)

単位：人/日
勝山地区

犀川地区 豊津地区 行橋市

苅田町・北九州方面

無効・無回答

築上町・
豊前市方面

香春町・
田川市方面

中津市・日田市方面

福岡市方面

行橋市とのつながりが強い
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仲哀改良
延⻑=2.2㎞

事業中区間

３-１．地域の現状＜沿線自治体のまちづくり計画＞

⾄
北
九
州
市

⾄
飯
塚
市

国　 道

322
ROUTE

道の駅⾹春⾹春町
役場 みやこ町役場 ⾏橋市役所国　 道

201
ROUTE

国　 道

496
ROUTE

国　 道

10
ROUTE

国　 道

201
ROUTE

⾹春拡幅
延⻑＝2.1㎞
（事業中）
(2/4)

国　 道

10
ROUTE

都市計画決定
延⻑＝2.0㎞
(0/4)

未事業化区間

勝⼭新町

岩原⼝
清瀬橋

⾏事

新トンネルＨ18開通
既設トンネル閉鎖中
（利活⽤を検討中）

⾄ 中津市

⾹春町 みやこ町 ⾏橋市

沿線⾃治体 ⾹春町 みやこ町 ⾏橋市

ま
ち
づ
く
り
計
画

計画名称 第4次⾹春町総合計画
後期基本計画（H28.3） みやこ町都市計画マスタープラン（H31.2） ⾏橋市都市計画

マスタープラン（H27.3）

国道201号の
役割・機能

・物流の核となる交通網
の整備・機能の確保

・町域区間の整備を促進し、福岡市・苅⽥港⽅⾯と
の連携を強化した広域産業軸を構築
・広域的なネットワークの充実を図り、近隣市町村と
の交流・連携を深め、安全・快適な⽣活を送れるま
ちづくりを⽀援

・都市間の交流・連携を
促進する広域幹線道路

道路整備の
⽅向性 等

・国道201号拡幅の
早期整備

【新産業⽴地・集約ゾーン】
・新たな広域産業軸や東九州道、苅⽥町臨海エリ
アへのアクセス性を活かした企業誘致の促進
【保全・活⽤ゾーン】
・災害リスクに配慮しつつ、⾃然共⽣及び森林⽣産
活⼒の象徴として保全（筑豊県⽴⾃然公園）

・国道201号バイパスの
４⾞線化と延伸整備を
促進

未事業化区間
の計画状況 ・既設トンネルの利活⽤ ・道路計画未決定 ・都市計画決定済

国　 道

201
ROUTE

開通済(2/4)

今川
ｽﾏｰﾄIC

⾏橋
IC

○沿線自治体のまちづくり計画で、国道201号は「福岡市～苅田港を結ぶ広域産業軸」や「近隣市町村との
交流・連携を促進する路線」としての役割・機能が求められている。

○また、これまでの都市計画や既存ストックの利活用などを考慮した道路計画づくりが必要である。

道路計画未決定
延⻑＝5.3㎞
(2/2)

みやこ町

香春町
行橋市

苅田町

⾏橋ｲﾝﾀｰ関連

国　 道

10
ROUTE

苅⽥町

計画段階評価区間

国　 道

322
ROUTE
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３－２．地域の現状と課題＜暮らし・・・①－１ 渋滞＞

▲朝ピーク時の勝山新町交差点（H30.12)

○対象区間は２車線区間であるが、交通容量を上回る２万台/日の交通が集中しており、朝ピーク時を
中心に主要渋滞箇所周辺で渋滞が発生している。また、行橋IC入口交差点周辺の終日にわたる渋滞
より、高速道路へのアクセス性が低下している。

○特に大型車混入率は、九州管内直轄国道の約1.8倍と高く、その利用経路は広域に及んでいる。

▲ 国道201号の交通量と混雑度の推移
（岩原口交差点～勝山新町交差点間）
資料：全国道路・街路交通情勢調査（Ｈ11～Ｈ27）

▲ 大型車混入率

資料：平成27年度全国道路・街路交通
情勢調査

大型車混入率が
九州平均の約1.8倍

2車線交通容量の
飽和状態が継続

至 行橋市

至 香春町

20km/h未満

30km/h未満

40km/h未満

50km/h未満

50km/h以上

300

200

100

900

500

1,500

国　 道

10
ROUTE

国　 道

201
ROUTE

国　 道

10
ROUTE

国　 道

201
ROUTE

国　 道

3
ROUTE

国　 道

3
ROUTE

国　 道

322
ROUTE

国　 道

200
ROUTE

国　 道

322
ROUTE

▲対象区間（みやこ町勝山）を通行する大型車交通の流動経路と流動量

資料：ETC2.0データの大型車(H30.4～H31.3の平日)と、平成27年度

全国道路・街路交通情勢調査の観測交通量を用いて作成

対象区間
大型車 5,195台/日

（25.4％）
〔全車 20,444台/日〕

（単位：台/日）

対象区間

▲夕ピーク時の行橋IC入口交差点（H30.11)

7時台 32.76510772 48.98013539 # 42 42.25907921 27.0381154 18.4471 # 18.98351794 34.95406009 36.72188317 43.89118865 24.5818318 21 16.99115 26.502207 29.56 28.1348 22.1511 # 33 36 42.2 15.49 8
8時台 39.74502805 46.8833652 # 40 50.6442769 49.32399807 32.1499 # 27.46511271 38.15668203 39.56787224 36.81852005 31.33516287 24 14.54545 28.596245 29.66 27.7492 19.6907 # 28 20 38 21.04 #
9時台 41.53477218 51.36871508 # 37 52.40425532 55.13425988 37.5606 # 29.49361877 42.30838593 37.5281614 45.38061755 38.06086957 26 15.31915 26.815554 29.89 30.4683 32.6603 # 29 28 35.3 17.08 8
10時台 40.66257989 49.34153158 # 38 51.32140997 56.17266978 40.5972 # 26.69946333 38.69158879 36.76767677 43.11773819 38.35548415 23 18.11321 26.879115 27.87 31.1718 30.7455 # 22 26 37.1 20.12 7
11時台 41.74052751 49.99546896 # 37 51.88904494 50.69478908 34.2691 # 20.64434327 38.05867243 34.81197237 44.19610957 36.98873239 27 15.44236 26.509091 24.48 32.6415 30.2375 # 31 33 37.2 21.3 8
12時台 43.40247807 48.6668872 # 34 52.80686082 55.92663564 38.6699 # 24.01931201 35.5948919 34.6503702 42.72884283 38.90090357 26 16.5043 31.636702 28.04 32.7339 32.8866 # 28 32 37.9 21 5
13時台 43.33009034 49.92760181 # 40 51.3125 55.49368464 40.9926 # 32.8654005 38.34377554 36.16559338 43.59898179 38.47348374 25 18.88525 28.208955 23.04 31.1419 31.8954 # 26 28 30 16.79 #
14時台 43.366254 48.52242744 # 39 52.4973357 54.95628783 42.166 # 31.45416228 37.12514836 34.5833089 44.49195724 39.63776319 26 16.84211 24.613529 28.22 30.434 33.3549 # 18 23 38.5 23.22 6
15時台 42.35869565 49.53535354 # 39 52.48801279 54.95628783 40.1089 # 32.27317776 37.58109732 36.70131325 43.89551503 39.10363311 25 19.86207 23.253589 26.72 29.3372 32.5695 # 33 16 37.3 20.26 6
16時台 43.92223161 50.13745314 # 40 52.56268896 57.27502103 41.1836 # 31.30297999 38.33855372 35.26794258 46.22379074 36.38151971 24 19.45946 25.375435 28.47 26.4059 22.2859 # 14 23 23.8 16.6 7
17時台 42.02750067 51.2851499 # 42 51.42857143 53.5026843 34.8708 # 21.89352729 35.11976048 28.95982713 41.93615218 28.73775784 21 16.5043 18.668374 23.75 23.0343 22.783 # 24 22 32.4 14.51 8
18時台 40.17008118 50.88309892 # 42 51.65326809 55.41090317 36.5811 # 24.90959666 34.58901585 31.28441827 42.50047719 28.32398619 21 19.6587 18.952646 27.27 29.6649 29.7008 # 28 28 25.4 13.43 6

7時台 22.44815668 42.32451093 # 54 54.11082941 50.5380334 43.5262 # 26.43932684 18.00230208 31.19339822 43.13444401 41.20498941 18 10.74627 22.760928 29.42 28.8359 29.6456 # 22 36 27 35.43 #
8時台 24.45176471 42.08639268 # 53 53.21460374 52.27069208 44.2786 # 36.86702347 28.40766902 36.15672328 45.44545362 42.95738938 20 9.305331 27.439172 27.83 33.6379 25.1799 # 19 21 29.1 32.95 #
9時台 33.38616406 46.6603235 # 53 53.2810271 52.84531816 46.5403 # 37.08074534 32.89169295 38.59667496 43.14698188 44.32779137 25 20.13986 27.406015 31.7 34.4168 30.0359 # 22 32 24 30.28 #
10時台 34.43720314 46.52751423 # 53 53.95449621 51.68226663 46.6139 # 37.90075124 33.2059448 36.80439396 43.26015154 44.37272958 24 20.21053 26.186017 25.29 32.3612 29.4864 # 15 24 17.2 33.98 #
11時台 34.75585284 45.917603 # 52 52.25603358 50.25830258 45.7099 # 34.51199538 31.32873359 35.58935361 39.81759657 44.06745532 21 9.584027 26.918106 22.8 32.5105 31.0444 # 19 25 22.7 26.12 #
12時台 34.56702517 46.95818704 # 48 53.3476165 52.0376974 45.8879 # 35.22470253 30.29051001 39.11901287 39.40187577 43.44776243 23 11.63636 29.105946 27.75 28.7949 30.6116 # 22 27 12.9 34.29 #
13時台 34.74036104 46.17219374 # 52 51.74922064 50.40088812 45.1956 # 36.60705161 35.0978681 34.68909936 38.10061602 44.37272958 22 11.77914 27.071618 25.6 29.6053 31.2821 # 16 25 19.8 39.54 #
14時台 32.87567226 45.82701692 # 52 48.10819514 41.84760344 44.8061 # 34.2643964 34.7942158 36.96821516 40.08280828 44.7851296 21 11.49701 30.32536 24.1 30.4225 27.1362 # 25 28 17.9 28.97 #
15時台 31.41475212 48.4212836 # 51 49.47019868 51.2672522 44.5913 # 35.17972893 35.13729406 37.79515447 39.30103257 43.15149523 19 9.128368 21.132622 25.19 25.0039 25.2741 # 20 31 18.6 26.93 #
16時台 29.12283979 46.58644712 # 52 52.17391304 50.83986562 44.8971 # 36.68578451 31.37412237 35.51861222 38.60263523 42.946852 17 10.35971 23.386801 21.63 29.4278 25.4203 # 16 23 20.7 38.14 #
17時台 19.16871618 28.36139314 # 46 50.84226646 50.25212151 44.3452 # 33.13905079 28.85313109 32.40712244 38.42609371 39.70068027 17 9.458128 14.085012 19.07 32.3289 27.5016 # 19 26 23.9 25.35 #
18時台 22.39172592 35.23269737 # 48 51.55279503 51.33165829 45.2187 # 33.71928834 29.79362896 37.32624383 38.36980872 39.99086341 18 8.421053 16.102872 20.53 30.2521 26.3152 # 22 16 18.8 32.05 #

⇨
下
り
線

⇦
上
り
線

対象区間

勝山新町
交差点

勝山松田
交差点

勝山黒田
交差点黒田橋交差点 市町境界仲哀TN西岩原口交差点

朝ピークを中心に
終日渋滞

朝ピークを
中心に渋滞

▲ 国道２０１号の平均旅行速度の変化 資料：ＥＴＣ2.0データ( H30.10 平日）

13,871台/日

20,444台/日

①

写真撮影箇所
及び撮影方向①

仲哀TN東 行事交差点吉国交差点

行橋IC入口交差点

終日にわたり
渋滞

終日にわたり
渋滞

②

至 行橋市街

至 香春町
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３－２．地域の現状と課題＜暮らし・・・①－２ 交通安全＞

資料：イタルダデータ（Ｈ26～Ｈ29）▲死傷事故率（件／億台km・年）

福岡県平均
133件/億台km・年

（青破線）

〇対象区間の死傷事故率は、交差点部を中心に県平均を上回っており、その内訳は追突事故が約8割を
占める。

○国道沿線には事業所や小売店、福祉・医療施設等が立地し、施設出入り車両も多く交差点だけでなく、
特にみやこ町役場付近の単路部での事故も多いため、自動車交通の安全性の確保が課題。

勝山新町

勝山松田

行橋IC

今川ｽﾏｰﾄIC

対象区間

黒田橋

勝山黒田

吉国

自動車部品
関連工場

行事

岩原口

清瀬橋

凡例
〔主な事業所・施設〕

製造業事業所
医療・福祉施設
小売店・飲食店
行政・公益施設

〔事業所数(H26)〕
1～4事業所
5～9事業所
10事業所以上

国　 道

322
ROUTE

国　 道

201
ROUTE

国　 道

201
ROUTE

国　 道

10
ROUTE

国　 道

201
ROUTE

みやこ町

香春町
苅田町

行橋市

店舗(小売店)

みやこ町役場

資料：事業所統計調査メッシュデータ（Ｈ26）

至

香
春
町

至

行
橋
市

店舗進入右折待ち車両

交差点
右折待ち車両

店舗(小売店）

後続直進車の走行を阻害

店舗流出車両
充分な車間が確保できていない

施設出入り
右折待ち車両

至 行橋市

対象区間平均：105.3件/億台㎞・年

（自動車部品関連工場付近）

（みやこ町役場付近）

対象区間

県平均 県平均
以上 未満

交差点部

単路部
みやこ町役場付近の

単路部で県平均を上回る

行橋IC
入口

▲交通事故の要因別割合

追突

76%

出会い頭

12%

右左折

5%

人対車両

1%
正面衝突

3%

車両単独

1%
その他

2%

H26～H29

対象区間

191件/4年

主に交通混雑を
起因とする

「追突」が多発

資料：イタルダデータ
（Ｈ26～Ｈ29）
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0 5 10 15 20

⼣ピーク
(17時台)

朝ピーク
(7時台)

（分）

所要時間最短 所要時間最⻑

▲国道２０１号の所要時間の比較
（仲哀トンネル東口～行橋ＩＣ入口交差点）

資料：ＥＴＣ2.0データの大型車平均(H30.4～H31.3平日)

３-２．地域の現状と課題＜産業・・・②道路の定時性＞
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姫
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セメント移出量
全国第１位

▲セメント移出取扱量のランキング
（上位10位）

万ｔ/年

資料：港湾統計（H29) 

○苅田港の移出貨物は、セメントと自動車関連で約８割を占め、セメント移出量は全国1位である。
○苅田港周辺地区を発着する大型車交通の割合は、南北方向では国道１０号と東九州自動車道でそれ

ぞれ約３割を担っている中で、東西方向は国道２０１号のみで約４割の交通を担っている。
〇しかし、対象区間は2車線であることから、特に交通が集中する朝ピーク時では、所要時間に差が

生じる等、定時性が低くなり物流活動に支障をきたしている。

▲苅田港の移出貨物取扱量の構成
資料：港湾統計（H29) 

▲苅田港周辺地区発着の大型車交通流動 資料：ETC2.0の大型車(H30.4～H31.3の平日)

苅田港

対象区間

苅田北九州空港

苅田港
周辺地区

▲ 日産自動車九州
専用埠頭

▼香春町のセメント工場

田川市の工場から国道201号（香春～行橋間）を通って、苅田港の
セメント工場へセメントの輸送を行っています。勝山新町交差点付
近で交通混雑が発生しており、物流活動に支障をきたしています。

▲セメント関連企業ヒヤリング（H27.6）

物流企業
（セメント関連）

約８割

勝山新町交差点

※データの特異値を除く

最大７分の時間差 仲
哀
ト
ン
ネ
ル
東
口

行
橋
Ｉ
Ｃ
入
口
交
差
点

自動車組立て工場
自動車部品関連工場
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３ー２．地域の現状と課題＜③医療＞

○みやこ町（旧勝山町）の第2次救急医療施設の10分圏域人口ｶﾊﾞｰ率は、旧勝山町人口の約７割が
カバーできていない状況となっている。

○また、対象区間は２車線で大型車が多く、渋滞時には救急車の追越しが困難となっている。
○救急搬送時間のばらつきもあり、救急医療施設までの速達性や定時性の確保が課題。

京築消防本部
勝山出張所
ヒアリング
（H31.2.)

●救急車の走行空間
・国道201号の香春～行橋間は、2車線で

道幅が狭いため追越が困難。
●速達性・定時性
・勝山新町交差点付近は慢性的に渋滞して

いる。特に月曜日の朝や雨の日には渋滞
が激しい。

●勝山新町交差点
・出動時は、出張所に近接する勝山新町交

差点を通過しなければならないが、大型
車が多いため救急車の走行空間がなく、
交差点通過が困難。

●利用頻度
・年間約500回の出動のうち、７割が小波

瀬病院に搬送しており、主に201号を経
由している。

▲ 朝ピーク時の勝山新町交差点
救急車の通行空間が無い（H30.12) 資料：京築消防本部ヒアリング（H27.12)

▼救急搬送時間（H26搬送実績）
【みやこ町(旧勝山町)⇒小波瀬病院：155件】

おばせ

小波瀬病院
（２次救急）

しんゆくはし

新行橋病院
(２次救急)

田川市立病院
(２次救急)

国　 道

201
ROUTE

国　 道

10
ROUTE

国　 道

322
ROUTE

国　 道

496
ROUTE

▲ 第２次救急医療施設の市町別人口カバー率

資料：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査
より指定最高速度を用いて、時間圏を集計

対象区間

時間圏

▲ 第２次救急医療施設の時間圏

旧勝山町人口の
約7割がカバー
できていない

勝山新町交差点
朝・夕の混雑

糸田町

福智町

京築消防本部
勝山出張所

至 行橋市

至 香春町

資料：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査 指定最高速度・
H27国勢調査人口より算出
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県内100%

県内91%

県内95%

県内70%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

みやこ町

⾏橋市

⾹春町

福岡県

３ー２．地域の現状と課題＜④観光＞

○対象区間沿線には、古墳や自然景観等の観光資源が点在しているものの、県外客の集客はほとんど
なく観光客は減少傾向にある。

○また、今後の観光のあり方について、歴史資源や自然環境を活かした観光推進を望む意見が多い。
○観光資源の活用推進とともに、東九州自動車道の行橋ICから観光資源へのアクセス性の改善による

観光ルートの確保が課題。

豊前国分寺三重塔
（県指定文化財）

▲観光入込客数の推移

▼みやこ町の主な観光資源

資料：福岡県観光入込客推計調査

自然・景観
資源が豊富

県指定文化
財など点在

（安藤忠雄 設計校舎）

勝山地区では古墳を
中心とした歴史資源、
豊津地区では国分寺
跡等の文化財、犀川
地区では伊良原ダム
の自然・景観資源等が
多く分布している。

写真①

写真②

写真③

福岡地区

1.25
筑後地区

1.14
筑豊地区

1.00

1.00

北九州地区

1.35

みやこ町

0.920.80
0.90
1.00

1.10
1.20
1.30

1.40
1.50

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

伊良原ダム

▲観光客数の内訳（県内客と県外客）

資料：福岡県観光入込客推計調査（H29）

写真①

写真②

採れたて市場美夜古かつ山

仲哀公園の桜

橘塚古墳

写真③

▲将来の観光のあり方
（みやこ町勝山地区） 資料：みやこ町都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ策定に関するｱﾝｹｰﾄ調査

⾃然環境の活⽤
29.8％

歴史資源の活⽤
31.5％

娯楽施設の活⽤
2.8％

観光拠点の整備
16.3％

イベントの推進
12.6％

その他
7.0％

観光のあり⽅
勝⼭地区
N=356

自然･歴史
資源の活用
が6割以上

観光客は減少傾向

県外からの集客がない

古墳を中心とした
歴史資源が集中

17



４. 政策目標（案）の設定
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①－２交通安全
○交差点部を中心に死傷事故率が県平均を上回る
○追突事故が約8割を占める
○国道沿線の生活利便施設利用が立地し、出入り交通

も多いことから安全性の確保が課題

①－１渋滞
○対象区間は2車線道路の計画しかない
○大型車利用が多く利用経路は広域に及ぶ
○対象区間に主要渋滞箇所が存在し、朝ﾋﾟｰｸ時に旅行

速度の低下による渋滞が発生。また、高速道路への
アクセス性の低下が懸念 ①安全性・定時性・速達性

の確保による生活利便性
の向上

○２車線の交通容量を上回る交通が集中

○大型車混入率が著しく高い

○渋滞による断続的な発進・停止、沿道
施設への出入りに伴う加減速が発生

【
暮
ら
し
】

４．政策目標（案）の設定 （地域の現状・課題と道路による要因）

地域の現状と課題 道路による要因 政策目標（案）

③医療
○みやこ町(旧勝山町)の第2次医療施設10分圏カバー率

は、人口の約7割がカバーできていない
○朝夕の混雑時は救急車の追越しが困難
○搬送時間のばらつきもあり、救急医療施設までの速

達性や定時性の確保が課題

③医療施設への速達性
・走行性の向上

【
産
業
】

②道路の定時性
○苅田港発着大型車交通の約４割が対象区間を利用
○交通混雑による定時性の低下など、企業・物流活動

に支障あり

②速達性・定時性確保によ
る産業の支援

○交通混雑による所要時間のばらつき

○大型車交通が国道201号に集中

○渋滞による所要時間の増加

○緊急車両の通行に必要な走行空間の
不足

【
医
療
】

【
観
光
】

④観光
○みやこ町の観光客は県外からの集客はなく減少傾向
○歴史や自然資源を活かした観光振興を望む意見が多い
○ＩＣから観光資源へのアクセス性の改善による観光

ルートの確保が課題

④アクセス性の改善による
観光交流の促進

○観光施設と東九州自動車道とを結ぶ幹
線ネットワークが脆弱
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５. 意見聴取方法（案）
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○アンケート設問の設定（抜粋）

【暮らし】

①安全性・定時性・速達性の確保による

生活利便性の向上

問1-1 ： 朝夕の通勤時を中心に交通が集中し、

渋滞が発生している

問1-2 ： 大型車の通行が多く沿道施設の出入り交通も

あり、交通事故も多く危険である

５－１．第１回意見聴取（案）の概要

○第１回意見聴取は、地域の課題・政策目標（案）に対する意見を伺う。

＜政策目標＞

【医療】

③医療施設への速達性・走行性の向上

＜アンケートにおける質問事項＞

【産業】

②速達性・定時性確保による産業の支援

問2 ： 時間が読めない等の道路の定時性が低いため

企業活動に影響している

問3 ： 救急医療施設までの搬送時間がかかる

問4 ： 観光資源（古墳や公園等）へのアクセス性が悪く、

観光振興を阻害している。

【観光】

④アクセス性の改善による観光交流の促進

■ 意見聴取の項目と活用方針
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対象者

ヒアリング ※１

【沿線自治体および団体代表者】福岡県・行橋市・みやこ町・香春町・団体などへの意見聴取

沿線自治体：福岡県・行橋市・みやこ町・香春町 ４自治体

各団体等：トラック協会、バス協会、タクシー協会、商工会議所、消防署、警察、観光協会、農業協同組合、
学校、PTA、医師会、医療機関など

２０団体程度

【企業等】福岡県・行橋市・みやこ町・香春町・苅田町の関係企業への意見聴取

各企業：製造業、運輸・郵便業、卸売・小売業、宿泊・飲食サービス業、医療・福祉等 主要１００社程度

オープンハウス
（ヒアリング） ※２

【地域住民】行橋市・みやこ町・香春町の市役所等にオープンハウスを設置

行橋市：行橋市役所等、みやこ町：みやこ町役場等、香春町：道の駅「香春」等 ３箇所程度

アンケート ※３
※４

【地域住民】沿線の行橋市・みやこ町・香春町の地域住民から対象者を無作為に抽出し、アンケート用紙を配布し意見聴取

行橋市 （人口：７０，４６８人、世帯数：２７，６３４世帯） 約４，９００部（抽出）

みやこ町 （人口：２１，５７２人、世帯数： ７，７０３世帯） 約１，５００部（抽出）

香春町 （人口：１１，６８５人、世帯数： ４，５９５世帯） 約 ８００部（抽出)

留置き ※４

【広域的な道路利用者】道の駅等にアンケート用紙とアンケート回収ボックスを設置し意見聴取

糸田町：道の駅「いとだ」、香春町：道の駅「香春」、豊前市：道の駅「豊前おこしかけ」、飯塚市役所、田川市
役所、みやこ町：採りたて市場美夜古かつ山、国府の郷、築上町：メタセの杜、等

８箇所程度

５－２．第１回意見聴取方法について

※１ ヒアリングは、地域の代表者および企業等へ対面方式での意見聴取。

※２ オープンハウスは、町役場や市役所および道の駅等での説明。
アンケート票による意見聴取。

オープンハウスの周知は市報などで広報。

※３ アンケートは、対象者を地域住民から無作為に抽出し、アンケート用紙を郵送し
意見聴取。
（１世帯あたり、アンケート回答用返信ハガキを４枚同封予定）

※４ Webでのアンケート回答も可能とする。
▲意見聴取範囲

計画段階評価対象区間

行橋市

香春町

みやこ町

約70,500人

約21,600人

約11,700人

北九州空港

至

中
津
市

至

福
岡
市

至 下関市

至

福
岡
市

■意見聴取は、沿線自治体・団体および企業へのヒアリング、
オープンハウス、沿線住民アンケート、留置きを実施予定。

■ 意見聴取の方法
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■アンケート調査の主旨やアンケートの対象者、今後の手続きの流れ等の説明

■住民アンケート（案）

５－３．意見聴取資料（案）
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香春町～行橋市における国道201号の道路計画に関する

第１回アンケートにご協力をお願いいたします

国道201号は福岡県福岡市を起点として飯塚市、田川市、行橋市などを

通り福岡県苅田町に至る延長約６０ｋｍの道路です。

今回は、今後ルート帯を検討するにあたり、重視すべき事項についてご意見

をお聞きします。

本アンケートへのご協力をお願いいたします。

■アンケート対象者

本アンケートは、行橋市・みやこ町・香春町にお住まいの方から無作為に

抽出し 配布しています。

○本アンケートは、配布させて頂いた世帯のご家族の方を対象に幅広い

年齢層の方からのご意見をお伺いしたいと考えております。

お手数ですが、アンケートの主旨をご理解の上、回答して頂きますよう

お願いいたします。

○ご家族の皆様のご意見をお伺いしたい為、「アンケート回答用 返信

はがき」を４枚同封させて頂いております。

（対象は18歳以上としております。ご家族構成にあわせて必要枚数を

ご利用下さい。）

※なお、返信はがきが不足する場合はP1の問い合わせ先にご連絡

くださ い。

■回答の提出方法及び締切

○回答は次のいずれかの方法のうち1つをお選びください。

【方法１】同封しています「返信はがき」にご記入頂き、

令和●年●月●日（●）までに、切手を貼らず

郵便ポストへご投函をお願いいたします。

【方法２】インターネット接続環境のあるスマートフォンまたはパソコンより、

下記A、Bいずれかの方法でアンケートサイトにアクセスし、

令和●年●月●日（●）までに、回答してください。

A 右記URLをアドレスバーに入力 qsr.milt.go.jp/kitakyu/●/  

B QRコ ードからアクセス QRコードはこ ちら



５－３．意見聴取資料（案）
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５－３．意見聴取資料（案）

アンケート調査の設問（案）イメージ
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５－３．意見聴取資料（案）

アンケート調査の返信ハガキ（案）イメージ
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